
横須賀海上保安部との合同パトロール及び訓練実施状況 

 

◆ 日時 平成 25年 7月 15日 

◆ 支部 横須賀 

◆ 場所 （１）横須賀港深浦地区～久里浜地区～剣崎に至る海域 

         （２）横須賀新港地区～鴨居地区に至陸域 

 

 

 

 

◆ 実施内容 

・海の安全運動重点事項である「発航前点検の徹底、常時適切な見張りの実施、最新の

気象・海象情報の入手、自己救命策の徹底」に関する声掛け、ハンドブックの配布等 

 

◆ 合同パトロールを終えて 

・今回のパトロールでは、約 100隻のモーターボート、ヨットへの声掛けを実施した。

やはり猛暑という事でライフジャケットは装備されていても、着用していないという事

が多くあったため、ライフジャケットの着用徹底を重点的に指導した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



東京海上保安部 官民合同「海難救助訓練」及び「合同パトロール」実施状況 

 

◆ 日時 平成 25年 7月 21日 

◆ 支部 東京 

◆ 場所 東京湾 

  

◎当協会からは、安全パトロール艇が 11隻、海上安全指導員等、協会委員が 43名参加 

 ・参加機関 (公社)日本水難協会 東京救難所 

 

◆  実施内容 

◎地震を想定した緊急輸送訓練 

出動式 

◎海の安全運動周知パレード及び安全パトロール 

  ・航行中、作業中の見張りの徹底 

  ・事故旧身索の確保についてのリーフレット配布等の啓発活動 

    ライフジャケットの常時着用 

    通信手段の確保 

    118番の利用 

◎浅瀬や、定置網等への乗揚げ海難等についての啓発活動 

 

＊今回の合同パトロールが「電波タイムズ（8月 2日）」に掲載された 

 

 

 

 

 



下田海上保安部との合同パトロール及び訓練実施状況 

 

◆ 日時 平成 25年 7月 28日 

◆ 支部 伊豆 

◆ 場所 熱海港及び網代港周辺海域 

 

  

曳航訓練実施状況 

◆ 実施内容 

「発航前点検の徹底」 

「航行中、作業中の見張りの徹底」 

「気象・海象情報の入手」 

「家族・マリーナ等への帰宅予定時刻の連絡」 

「自己救命策の確保と徹底」 

等を重点項目とし、リーフレットを配布し啓発活動を実施した。 

・今回は、曳航訓練も実施した 

 

＊今回の合同パトロールが「静岡新聞」、「伊豆新聞」に掲載された 



横浜海上保安部との合同パトロール及び訓練実施状況 

 

◆ 日時 平成 25年 7月 28日 

◆ 支部 横浜 

◆ 場所   （1）内港（京浜港横浜第 1区～第 4区） 

            （2）外港 ①根岸湾周辺  ②八景島周辺  

 

出動式 

 

 

 

◆ 実施内容 

①  衝突海難の防止 

＊常時適切な見張りの徹底 

＊船舶間コミュニケーションの促進 

（早期の避航・VHFや霧中信号等の汽笛信号・AIS情報の活用と正しい情報入力） 

② 小型船の安全対策の徹底 

＊発航前点検の徹底 

＊航行中、操業中、作業中の見張りの徹底 

＊気象・海象情報の入手 

＊自己救命策の確保（ライフジャケットの常時着用・連絡手段の確保・海のもしも

118番） 

◆ 今回は当協会より海上安全指導員 40名、安全パトロール艇 9隻が参加し実施した 

 

 



清水海上保安部との合同パトロール及び訓練実施状況 

 

◆ 日時 平成 25年 8月 21日 

◆ 支部 しみず 

◆ 場所    清水港内 

  

  

 

◆  実施内容 

  

海の安全に関するリーフレットを配布し、見張りの徹底、救命胴衣の着用等の声掛けをし、

啓発活動を実施した。 



各海上保安部との合同パトロール及び訓練実施状況 

 

◆ ４月～８月 千葉外房支部   

・銚子海上保安部と各種訓練及び合同パトロールを７回実施 

 

◆ ５月～８月 千葉支部      

・千葉海上保安部と各種訓練及び合同パトロールを４回実施 

 

◆ ７月～８月 茨城支部   

・茨城海上保安部と各種訓練及び合同パトロールを６回実施 

               

 

  

 


